
参考資料 

完成イメージ                                

 

至：水戸方面

至：東京方面

至：東北道方面

至：つくば牛久ＩＣ方面今回夜間架設箇所

常磐道

圏央道

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事概要                           

            

作業イメージ 作業内容 

夜間架設の事前作業です。 

作業台を構築して、その上で、橋桁や送出

し架設用の手述べ桁を組立てます。 

１夜間目（20：00～翌6：00 10時間） 

最大で約106ｍの橋桁を送出しします。 

２夜間目（21：00～翌5：00 8時間） 

最大で約54ｍの橋桁を送出しします。 

 

３夜間目（21：00～翌5：00 8時間） 

橋桁を1.5ｍ降下させます。 

軌条構台

BP1 BP2 BP3 BP4 BP5 BP7

65.1m 82.4m 103.8m 61.8mm 50.1mm

中間ベント

常磐道市道

手延機 送り出し桁

ステップ１
○軌条構台の組立

○送り出し桁の架設

（Ｈ１７．１０～Ｈ１８．５．末）

ステップ２

BP1 BP2 BP3 BP4 BP5 BP7

送り出し

常磐道市道

送り出し桁手延機

軌条構台

○１日目送り出　１０６.２m 106.2m

通行止１日目　終了時

ステップ４

○送り出し桁降下（約1.5m） 降　下

常磐道市道

通行止３日目

ステップ３

BP1 BP2 BP3 BP4 BP5 BP7

送り出し

常磐道市道

送り出し桁手延機

軌条構台

○２日目送出し　５３.９ｍ 160.1m

通行止２日目　終了時

BP1 BP2 BP3 BP4 BP5 BP7

178m

52m 126m

 



首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の概要                    

中央環状、外環を含めた首都圏３環状の一翼を担う圏央道（首都圏中央連絡自動車道）は、都心から半径

４０～６０ｋｍの位置に計画されている総延長約３００ｋｍの自動車専用道路です。東名高速、中央道、関

越道、東関東道など都心から放射状に延びる幹線道路や、東京湾アクアラインとつながり、首都圏の広域幹

線道路網を形成します。圏央道は、首都圏の道路交通の流れをスムーズにし、経済の活性化や快適な暮らし

づくりに役立つ重要な幹線道路として、今後約１０年で圏央道全体を完成させます。 

 


